
会場アク セス

会場： 神戸商工会議所会館

〒650-0046　 神戸市中央区港島中町6丁目1番地 

TEL: 078-303-5804

周辺地図
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会場案内図
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参加者へのご案内

1 ． 参加費

　 今回は第1会場のみZoom を 使用し たLIVE配信を 行いま す。オン ラ イ ン 参加（ 視聴） を ご

希望の方は、Webページよ り 参加登録をお願いし ま す。 会場参加をご希望の方は、 事前参加

登録をし ていただく 必要はあり ま せんので、 学会当日、 参加受付（ 3階ロ ビ ー） にて参加費

を お支払いいただき 、 参加証を お受け取り く ださ い。 参加受付は8： 30よ り 開始し ま す。な

お、 当日は現金のみの受付と さ せていただき ま すので、ご準備をお願いいたし ま す。

区分 参加費（ 会員・ 非会員）

医師 3,000円

初期研修医・ メ ディ カルス タ ッ フ ・ 企業 1,000円

※第2 ～第3会場で開催される一般演題は、 会期終了後1ヶ月程度オンデマンド 配信を行います。

※会場参加の方は参加証にオンデマンド 配信視聴用のID・ PWを記載し ていま す。

※参加費は会場参加、オンラ イ ン参加いずれも 同額です。

2 ． プロ グラ ム・ 抄録集

関西支部会員の方には事前にプロ グラ ム・ 抄録集を送付いたし ま すので、 必ずご持参く ださ

い。 当日会場で1,000円にて販売いたし ま すが、 部数に限り がございま す。

3 ． ク ロ ーク

3階役員会議室に臨時ク ロ ーク を 設けま すので、ご 利用く ださ い。 貴重品のお預かり はいた

し かねま すので、 予めご了承く ださ い。ご利用時間は8： 30 ～ 17： 30です

4 ． 優秀演題発表

17： 30よ り 第1会場（ 3階神商ホールA） にて優秀演題を発表・ 表彰し ま すので、 多数ご出席

く ださ い。

5 . 理事会

11： 30 ～ 12： 00（ アリ ス ト ンホテル神戸6階メ リ ケンアイ ラ ンド ）

出席対象： 理事・ 監事

6 ． 評議員会およ び総会

13： 30 ～ 14： 00に第1会場（ 3階神商ホールA ） にて開催いたし ま す。 評議員およ び会員の方

はご出席く ださ い。

7 ． 開催事務局

会　 　 長　 　 里内 美弥子　 　 兵庫県立がんセンタ ー 副院長

事務局長　 　 服部 剛弘　 　 　 兵庫県立がんセンタ ー 呼吸器内科 部長　 　

8 ． 運営事務局

株式会社JTB　 西日本MICE事業部　

〒541-0056 大阪市中央区久太郎町2-1-25 JTBビ ル6階

TEL： 06-6210-5608（ 平日9:30 ～ 17:30）　 FA X： 06-6210-5423

E-m ail:119haigan-kansai@ jtb.com
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座長・ 発表者へのご案内

1 ． 発表時間

下記の発表時間をお守り いただき 、 座長の指示に従ってご発表をお願いいたし ま す。

セッ ショ ン 発表時間

モーニングセミ ナー

60分（ 質疑応答含む）ラ ンチョ ンセミ ナー

学術セミ ナー

一般演題（ 口演・ 示説） 発表6分・ 討論2分

2 ． 抄　 　 録

すでに提出さ れた抄録は学会誌『 肺癌』 に掲載し ま す。 抄録の事前訂正は受付いたし ま せ

ん。 訂正をご希望の方は学会当日、データ 受付（ 3階役員会議室） にプリ ント アウ ト 2部（ 座

長用・ 事務局用） と 抄録Wordフ ァ イ ルデータ を入れたCD-Rをご提出く ださ い。 抄録は演題

名、 施設名、 所属、 演者名、 共同演者名を含め400字以内です。

3 ． 利益相反の開示について

全ての発表の筆頭演者は、 発表時における 利益相反事項の自己申告が必要です。 開示方法

や詳細はP.7をご参照く ださ い。

4 ． 口演発表の方へ

⑴　 ご 発表の30分前ま でに、データ 受付（ 3階役員会議室） にて試写およ びデータ を ご 提出

く ださ い。 発表データ は完成版のみお持ちく ださ い。データ 受付は8： 30よ り 開始し ま す。

⑵　 Pow erPoint（ W indow s版） で作成し たデータ をCD-Rおよ びUSBメ モリ ー、ある いはPC

にてご持参く ださ い。なお、 主催者側で用意する PCのOSはWindow s 10で、Pow erPoint

のバージョ ン はMicrosoft Pow erPoint 2016/2019で、ス ク リ ーン は16:9のワ イ ド サイ ズ

です。

　 　 ※動画が含ま れる 場合はPC本体のお持ち込みを 強く おすすめいたし ま す。 音声は受け

付けら れま せん。

　 　 ※Macintoshで作成さ れたデータ については、ご自身のPCをお持ち込みく ださ い。

　 　 ※PCをお持ち込みになる 場合は、PCに付属のA Cアダプタ を必ずご持参く ださ い。

　 　 ※会場で用意する PCケーブルコ ネク タ の形状はHDMIです。こ の形状に合っ たPCを ご

使用く ださ い。

ま た、こ の形状に変換する コ ネク タ を必要と する 場合は必ずご自身でお持ちく ださ い。

⑶　 一般演題の演者は、 原則現地参加でのご発表をお願いし ま す。
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5 ． 示説発表について

⑴　 示説セッ ショ ンス ケジュ ール

　 　 下記のス ケジュ ールで示説セッ ショ ンを実施し ま す。　 　 　 　 　

　 　 　  9： 00 ～ 10： 30 ポス タ ー貼付

　 　 　 14： 00 ～ 15： 30 示説セッ ショ ン

　 　 　 16： 30 ～ 17： 30 ポス タ ー撤去

　 　 ※ポス タ ーは16： 30ま で外さ ないよ う お願いいたし ま す。なお、 撤去時間を過ぎても 貼

付さ れている ポス タ ーは事務局にて破棄処分いたし ま すので、ご了承く ださ い。

　 　 ※病理示説発表の方は、 会場に顕微鏡を 用意し ま すので、 検討症例の病理標本を ご 持

参く ださ い。

⑵　 ポス タ ーパネル概要

　 　 示説会場には、 図のよ う なパネルが

設置し てあり ま す。

　 　 パネルのサイ ズ： 縦210cm ×横90cm

左上の演題番号（ 縦20cm ×横20cm ）

は事務局にて貼付し ておき ま す。

　 　 掲示用のピ ン は事務局でご 用意いた

し ま す。 セ ロ ハン テ ープ、 接着剤、

マジッ ク テープは使用でき ま せんの

でご注意く ださ い。

　 　 下記の資料は、 発表者において作成・

準備し 、 貼付し てく ださ い。

　 　 1. 演題名・ 演者名・ 所属名

　 　 　 （ 縦20cm ×横70cm ）

　 　 2. ポス タ ー（ 縦160cm ×横90cm ）

　 　 　 ※下か ら 30cm は貼付し な いよ う

お願いし ま す。

　

20 cm

20 cm

160 cm 210 cm

30 cm

90 cm

70 cm

演題名・ 演者名・ 所属名

演題番号
（ 事務局で準備）

COIの開示

掲示スペース
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　 学術集会における 臨床研究に関する 発表演題での公明性を確保する ため、 演題の筆頭発表者、

並びに研究責任者は、それぞれ自己について、 利益相反事項を必ず申告し てく ださ い。 演題発表

時には、ス ラ イ ド への記載が必要と なり ま す。 開示フ ォ ームPow erPointおよ びPDFは、 日本肺

癌学会HPよ り ダウ ンロ ード いただけま す。

　 日本肺癌学会HP「 肺癌学会について > 利益相反規程」

　 https://w w w .haigan.gr.jp/m odules/about/index.php?content_ id= 13

※口頭発表の場合は、ス ラ イ ド 2枚目で開示し てく ださ い。

※利益相反【 なし 】 の場合も 必ず【 なし 】 と し て記載し てく ださ い。

学術集会での発表に際し ての個人情報開示項目

（ 2021年1月1日から 2023年12月31日ま での分についての開示を し てく ださ い）

Ⅰ．個人の利益相反記載事項

1. 企業や営利を目的と し た団体の役員、 顧問職の有無

1つの企業・ 団体から の報酬額が年間100万円以上の場合、 当該団体名

2. 株の保有

1つの企業から の配当利益等が年間100万円以上、ある いは当該全株式の5% 以上を所有す

る 場合、 当該企業名

3. 企業や営利を目的と し た団体から の特許権使用料

1つの権利使用料が年間100万円以上の場合、 当該企業名

4. 企業や営利を 目的と し た団体から 、 会議の出席（ 発表） に対し 、 研究者を 拘束し た時間・

労力に対し て支払われた日当（ 講演料など）

1つの企業・ 団体から の講演料が年間50万円以上の場合、 当該企業名

5. 企業や営利を 目的と し た団体がパンフレ ッ ト などの執筆に対し て支払った原稿料

1つの企業・ 団体から の原稿料が年間50万円以上の場合、 当該企業名

6. 企業や営利を 目的と し た団体が提供する 研究費

1つの企業・ 団体から の研究費が年間100万円以上の場合、 当該企業名

7. 企業や営利を 目的と し た団体が提供する 奨学（ 奨励） 寄付金

1つの企業・ 団体から の寄付金が年間100万円以上の場合、 当該企業名

8. 企業などが提供する 寄付講座

企業・ 組織や団体が提供する 寄附講座に申告者ら が所属し ている 場合、 当該団体名

9. その他の報酬（ 研究と は直接無関係な、 旅行、 贈答品など）

1つの企業・ 団体から の贈答品などが総額5万円以上の場合、 当該企業名

Ⅱ．研究発表の場合は以下を 併記する

当該研究の資金源と 研究代表者（ 資金提供を 受けた者）

　 例） ○○財団「 ○○癌に対する 集学的治療研究○○事業」研究代表者　 ○○

　 　 　 厚生労働科学研究費「 ○○に関する ○○補助研究事業」 研究代表者　 ○○

　 　 　 受託研究「 ○○に関する 臨床研究」 ○○株式会社　 　 研究代表者　 ○○

筆頭発表者なら びに研究責任者の利益相反の開示について
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発表者・ 研究責任者の利益相反開示事項

■申告すべき CO Iがある場合

■申告すべき CO Iが無い場合

■利益相反についてのお問合せ先

　 ご不明な点があれば、 以下にメ ールでお問い合わせく ださ い。その際には、タ イ ト ルに「 利益

相反について」 と 記し てく ださ い。

　 特定非営利活動法人　 日本肺癌学会事務局

　 〒103-0027　 東京都中央区日本橋3-8-16　 ぶよ おビ ル4階

　 E-m ail:of fice@haigan.gr.jp
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学会進行予定表
第1会場（ 口演）
3F/神商ホールA

第2会場（ 口演）
3F/神商ホールB

第3会場（ 口演）
3F/第2-3会議室

第4会場（ 示説）
3F/第1会議室

8 :3 0

9 :0 0

9 :3 0

1 0 :0 0

1 0 :3 0

1 1 :0 0

1 1 :3 0

1 2 :0 0

1 2 :3 0

1 3 :0 0

1 3 :3 0

1 4 :0 0

1 4 :3 0

1 5 :0 0

1 5 :3 0

1 6 :0 0

1 6 :3 0

1 7 :0 0

1 7 :3 0

評議員会および総会
（ 13:30-14:00）

【 要望演題】 irA E マネジメ ント ①
（ 9:00-9:32） No. 15 ～ 18

座長： 吉岡 弘鎮

ポスター貼付
（ 9:00-10:00）

ポスター撤去
（ 16:30-17:30）

モーニングセミ ナー 2
（ 9:00-10:00）
『 ロルラ チニブの使い方』

座長： 川口 知哉
演者： 國政 啓　

共催： フ ァ イ ザー株式会社

【 要望演題】 irA E マネジメ ント ②
（ 9:32-10:04） No. 19 ～ 22

座長： 森本 健司

第 2 回 JACS-NEXT 近畿 
症例検討会（ 11:00-12:00）

座長： 石田 裕人
　 　 　 田根 慎也
演者： 松本 瞭　
　 　 　 鈴木 啓史

アド バイ ザー： 舟木 壮一郎

【 要望演題】 長期生存 IV 期
肺がん

（ 11:10-12:06） No. 44 ～ 50
座長： 栗林 康造

チーム医療（ 多職種連携）／その他
（ 14:30-15:02） No. 23 ～ 26

座長： 西野 和美

学術セミ ナー1（ 10:05-11:05）
『 エンハーツを患者さんに届け
るために』

座長： 木島 貴志
演者： 秦 明登　

共催： 第一三共株式会社

示説
（ 15:00-15:32） No. 69 ～ 72

座長： 佐久間 淑子

病理
（ 14:10-14:42） No. 65 ～ 68

座長： 中井 登紀子

分子標的治療
（ 15:20-16:00） No. 51 ～ 55

座長： 田宮 基裕

学術セミ ナー 3（ 14:10-15:10）
『 肺扁平上皮癌に対する 薬物
治療 2024 年 update』

座長： 服部 剛弘
演者： 佐藤 悠城

共催： 日本化薬株式会社

免疫療法／化学療法
（ 16:05-16:37） No. 56 ～ 59

座長： 藤本 大智

画像診断／診断・ 治療
（ 16:45-17:25） No. 60 ～ 64

座長： 岡田 あすか

【 要望演題】 周術期の治療戦略①
（ 15:05-15:37） No. 27 ～ 30

座長： 北村 嘉隆

【 要望演題】 周術期の治療戦略②
（ 15:37-16:01） No. 31 ～ 33

座長： 中島 大輔

モーニングセミ ナー 1（ 9:00-10:00）
『 肺癌 IO 臨床試験結果を
医学統計視点から 紐解く 』

座長： 木島 貴志
演者： 森田 智視
共催： M SD 株式会社

若手向けセッショ ン（ 内科系）
（ 10:05-10:29） No. 1 ～ 3

若手向けセッショ ン（ 外科系）
（ 10:29-10:53） No. 4 ～ 6

【 要望演題】 オリ ゴ 転移に対
する治療

（ 14:32-15:04） No. 11 ～ 14
座長： 秦 明登

学術セミ ナー 4（ 15:20-16:20）
『 マルチ検査の実施と 検出状況から 見える 課題
-各ド ラ イバー変異に対する 標的治療の有用性について -』

『 M E T  exon14 sk ipping 陽性例における 今後の治療戦略
-カプマチニブの有効性 / 安全性を 含めて -』

座長： 武田 真幸　
演者： 高濱 隆幸　 西野 和美
共催： ノバルティス ファーマ株式会社

まれな腫瘍
（ 16:05-16:37） No. 34 ～ 37

座長： 内田 純二

外科療法
（ 16:40-17:28） No. 38 ～ 43

座長： 舟木 壮一郎

学術セミ ナー 5（ 16:30-17:30）
『 複合免疫療法の Up-to-date
と IMpow er150 のポジショ
ニング』

座長： 小谷 義一
演者： 立原 素子

共催： 中外製薬株式会社

学術セミ ナー 2（ 11:10-12:10）
『 A nti-CTLA4 が果たす分子
生物学的役割と 新たな治療
展開』

座長： 立原 素子
演者： 田中 一大

共催： ア ス ト ラ ゼネカ 株式会社

ランチョ ンセミ ナー 2
（ 12:20-13:20）
『 イピニボル君へ！』

座長： 林 秀敏　
演者： 田宮 基裕

共催： 小野薬品工業株式会社
ブリ スト ル・ マイヤーズ スクイブ株式会社

ランチョ ンセミ ナー 3
（ 12:20-13:20）
『 ド ライバー遺伝子変異陰性
NSCLC に対する治療戦略』

座長： 河 良崇　
演者： 上月 稔幸

共催： 日本イーライリ リ ー株式会社

ランチョ ンセミ ナー 1（ 12:20-13:20）
『 A LK T K I リ レーでつなぐ 治療の
バト ン～ A LK 融合遺伝子陽性
非小細胞肺癌治療　 承前啓後～』

座長： 木島 貴志
演者： 吉岡 弘鎮

共催： 武田薬品工業株式会社

【 要望演題】 マルチコンパニオン
診断・ がん遺伝子パネル検査

（ 14:00-14:32） No. 7 ～ 10

開会の辞（ 8:55-9:00）

優秀演題の表彰・ 閉会の辞
（ 17:30-17:40）

座長： 田中 雄悟

座長： 國政 啓

座長： 立原 素子
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第1会場
　

開会の辞

8 :55 ～ 9 :00 会長　 里内 美弥子
　 　 兵庫県立がんセンタ ー 副院長

モーニングセミ ナー 1

9 :00 ～ 10 :00 座長　 木島 貴志
兵庫医科大学呼吸器・ 血液内科学

『 肺癌IO臨床試験結果を 医学統計視点から 紐解く 』

森田 智視
京都大学大学院医学研究科 医学統計生物情報学

共催： MSD株式会社

若手向けセッ ショ ン（ 内科系）

10 :05 ～ 10 :29 座長　 立原 素子
神戸大学大学院医学研究科 内科学講座 呼吸器内科学分野

1. EGFR-TKI加療中に縦隔リ ンパ節のみ増大し 硬性鏡で診断し 得た肺腺癌と 小細胞癌の同時重複癌の

１ 例

大阪府済生会吹田病院 臨床研修センタ ー ○浅井 優希

同 呼吸器内科 　 綿部 裕馬、岡田 あすか、川口 秀亮、

飯塚 正徳、藤原 隆徳、佐藤 いずみ、乾 佑輔、

上田 将秀、茨木 敬博、美藤 文貴、竹中 英昭、

長 澄人、

大阪市立総合医療センタ ー 呼吸器外科 　 東山 智彦、高濱 誠

2. 当院の進行期非小細胞肺癌に対する アナモレ リ ン療法の現状

京都府立医科大学 呼吸器内科 ○國松 勇介、西岡 直哉、片山 勇輝、森本 健司、

岩破 将博、徳田 深作、山田 忠明、髙山 浩一

3. 80歳以上の超高齢者小細胞肺癌に対する カルボプラ チン＋エト ポシド (CE)療法の安全性と 有効性の

検討

大阪市立総合医療セン タ ー 腫瘍内科 ○川口 雄也、大森 怜於、中谷 有貴、赤石 裕子、

田中 彩子、秋吉 宏平、徳永 伸也、駄賀 晴子

若手向けセッ ショ ン（ 外科系）

10 :29 ～ 10 :53 座長　 田中 雄悟
神戸大学医学部附属病院 呼吸器外科

4. 局所再発に対し 再手術を行った胸壁デス モイ ド 腫瘍の一例

医学研究所北野病院 呼吸器外科 ○赤津 希海、熊谷 陽介、平山 安見子、尾田 博美、

長 博之、黄 政龍
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5. ス リ ガラ ス 陰影を呈し た硬口蓋腺様嚢胞癌肺転移の１ 例

関西医科大学附属病院 初期臨床研修医 ○村上 歓次朗

　 　 同 呼吸器外科学 　 松井 浩史、丸 夏未、内海 貴博、

谷口 洋平、齊藤 朋人、日野 春秋、

村川 知弘

　 　 同 病理診断科 　 蔦 幸治

6. 右肺S6区域合併上葉切除術後に牽引性肺静脈閉塞に伴う 鬱血によ り 中葉切除を要し た１ 例

近畿大学 外科学教室 呼吸器外科部門 ○庄野 允人、須田 健一、宗 淳一、深見 朋世、

小原 秀太、千葉 眞人、伊藤 正興、下治 正樹、

武本 智樹、津谷 康大

学術セミ ナー 2

11 :10 ～ 12 :10 座長　 立原 素子
神戸大学大学院医学研究科 内科学講座 呼吸器内科学分野

『 A nti-CTLA 4が果たす分子生物学的役割と 新たな治療展開』

田中 一大
名古屋大学大学院医学系研究科 呼吸器内科

共催： アス ト ラ ゼネカ株式会社

ラ ンチョ ンセミ ナー 1

12 :20 ～ 13 :20 座長　 木島 貴志
兵庫医科大学 医学部 呼吸器・ 血液内科学

兵庫医科大学病院 呼吸器内科／がんセンタ ー

『 A LK TKIリ レ ーでつなぐ 治療のバト ン 
～ A LK融合遺伝子陽性非小細胞肺癌治療　 承前啓後～』

吉岡 弘鎮
関西医科大学 呼吸器腫瘍内科学講座

共催： 武田薬品工業株式会社

評議員会およ び総会

13 :30 ～ 14 :00

【 要望演題】 マルチコ ンパニオン診断・ がん遺伝子パネル検査

14 :00 ～ 14 :32 座長　 國政 啓
大阪国際がんセンタ ー 呼吸器内科

7. 当院での肺癌コ ンパク ト パネルの有用性について

堺市立総合医療センタ ー 病理診断科 ○安原 裕美子

　 　 同 臨床検査技術科 　 鈴木 雄策、越岡 唯、井櫻 雄斗、茂山 かおり 、

高瀬 未穂

8. 細胞診検体を用いた肺癌コ ンパク ト パネルの検討

大阪国際がんセンタ ー 呼吸器内科 ○國政 啓、田宮 基裕、井上 貴子、川村 卓久、

宮崎 暁人
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9. マルチプレ ッ ク ス 検査でド ラ イ バー遺伝子陰性と 診断さ れ、その後にA LK融合遺伝子陽性が判明し

た非小細胞肺癌(NSCLC)の1例

大阪市立総合医療センタ ー 腫瘍内科 ○久保 海斗、大森 怜於、中谷 有貴、赤石 裕子、

田中 彩子、秋吉 宏平、徳永 伸也、駄賀 晴子

10. 当院における がん遺伝子パネル検査の実際

和泉市立総合医療センタ ー 腫瘍内科 ○津谷 あす香、岡部 崇記、中野 雄介、杦浦 孝宗、

佃 博、福岡 正博

　 　 同 腫瘍内科、近畿大学医学部 内科学腫瘍内科部門

　 林 秀敏、米阪 仁雄

【 要望演題】 オリ ゴ転移に対する 治療

14 :32 ～ 15 :04 座長　 秦 明登
神戸低侵襲がん医療センタ ー 呼吸器腫瘍内科

11. 単発の対側肺転移を 認めた7 cm 大の右肺癌に対し 、 左肺部分切除及び右上中葉切除と 自家肺移植に

よ る 右下葉温存を行った1例

京都大学 呼吸器外科 ○梁 泰基、田中 里奈、湯浅 樹、髙橋 守、

西川 滋人、豊 洋次郎、大角 明宏、中島 大輔、

毛受 暁史、伊達 洋至

12. オリ ゴ 再発に対する サルベージ手術

大阪国際がんセンタ ー 呼吸器内科 ○國政 啓、田宮 基裕、井上 貴子、川村 卓久、

宮崎 暁人、西野 和美

　 　 同 呼吸器外科 　 神崎 隆、馬庭 知弘、岡見 次郎

13. オリ ゴ転移に対する 粒子線治療の最新情報

兵庫県立粒子線医療セン タ ー 放射線科 ○沖本 智昭

14. 高齢者オリ ゴ再発症例に対する 治療戦略

大阪公立大学 呼吸器外科学 ○谷村 卓哉、月岡 卓馬、泉 信博、井上 英俊、

原 幹太朗、鈴木 智詞、河内 寛之、西山 典利

学術セミ ナー 4

15 :20 ～ 16 :20 座長　 武田 真幸
奈良県立医科大学 がんゲノ ム・ 腫瘍内科学講座

『 マルチ検査の実施と 検出状況から 見える 課題 
-各ド ラ イ バー変異に対する 標的治療の有用性について-』

高濱 隆幸
近畿大学 腫瘍内科/ゲノ ム医療センタ ー

『 M ET  exon14 skipping陽性例における 今後の治療戦略 
-カプマチニブの有効性/安全性を 含めて-』

西野 和美
大阪国際がんセンタ ー 呼吸器内科

共催： ノ バルティ ス  ファ ーマ株式会社
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学術セミ ナー 5

16 :30 ～ 17 :30 座長　 小谷 義一
兵庫県立淡路医療センタ ー 呼吸器内科

『 複合免疫療法のUp-to-dateと IM pow er150のポジショ ニン グ』

立原 素子
神戸大学大学院医学研究科 内科学講座 呼吸器内科学分野

共催： 中外製薬株式会社

優秀演題の表彰・ 閉会の辞

17 :30 ～ 17 :40 会長　 里内 美弥子
　 　 兵庫県立がんセンタ ー 副院長
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第2会場
　

【 要望演題】 irA Eマネジメ ント ①

9 :00 ～ 9 :32 座長　 吉岡 弘鎮
関西医科大学 呼吸器腫瘍内科学講座

15. イ ピ リ ムマブ＋ニボルマブによ る 免疫性血小板減少症を合併し た肺扁平上皮癌の１ 例

　 　 兵庫医科大学病院 医学部 呼吸器・ 血液内科学

○村上 美沙、河村 直樹、近藤 孝憲、藤岡 毅、

森下 実咲、東山 友樹、徳田 麻佑子、多田 陽郎、

祢木 芳樹、堀尾 大介

　 　 同 医学部 呼吸器・ 血液内科学、同 医学部 胸部腫瘍学特定講座

　 大搗 泰一郎、三上 浩司、高橋 良、南 俊行、

栗林 康造、木島 貴志

16. Pem brolizum abによ る 抗Hu抗体陽性髄膜脳炎が疑われた肺腺癌の１ 症例

　 　 国立病院機構 大阪刀根山医療センタ ー 呼吸器腫瘍内科

○木島 涼、森 雅秀、内田 純二、矢野 幸洋、

赤澤 結貴、天久 康絢、宮本 哲志

17. 治療抵抗性のirA E腸炎によ り 中毒性巨大結腸症・ 消化管穿孔をき たし た一例

神戸大学医学部附属病院 呼吸器内科 ○平位 一廣、桂田 直子、佐藤 宏紀、羽間 大祐、

山本 正嗣、立原 素子

　 　 同 消化器内科 　 池田 彩、渡邊 大輔

18. 免疫チェ ッ ク ポイ ント 阻害薬投与終了１ 年以上経過し た後にirA E関連原発性副腎機能不全が疑われ

た一例

大阪南医療センタ ー 腫瘍内科 ○岸田 梨沙、渡邊 暁、中島 早希、工藤 慶太

【 要望演題】 irA Eマネジメ ント ②

9 :32 ～ 10 :04 座長　 森本 健司
京都府立医科大学大学院医学研究科 呼吸器内科学

19. 悪性胸膜中皮腫に対し てイ ピ リ ム マブ, ニボルマブ投与後にサイ ト カイ ン放出症候群と 考えら れる 病

態をき たし た一例

兵庫県立がんセンタ ー 呼吸器内科 ○百道 光亮、服部 剛弘、十三 且也、安田 裕一郎、

伊藤 彰一、河 良崇、里内 美弥子

20. イ ピ リ ムマブ+ ニボルマブ治療中に免疫介在性髄膜脳炎を発症し た上皮型悪性胸膜中皮腫の1例

　 　 兵庫医科大学病院 臨床研修センタ ー ○村田 卓嗣

兵庫医科大学 医学部 呼吸器・ 血液内科学 　 近藤 孝憲、村上 美沙、河村 直樹、藤岡 毅、

東山 友樹、多田 陽郎、祢木 芳樹、堀尾 大介

　 　 同 医学部 呼吸器・ 血液内科学、同 医学部 胸部腫瘍特定講座

　 三上 浩司、大搗 泰一郎、高橋 良、南 俊行、

栗林 康造、木島 貴志
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21. 免疫チェ ッ ク ポイ ント 阻害薬投与後に発生し た気胸に対する 手術施行例6例の検討

大阪国際がんセンタ ー 呼吸器外科 ○小林 政雄、福田 浩之、堀口 寿里安、川岸 紗千、

神崎 隆、馬庭 知弘、岡見 次郎

22. 免疫チェ ッ ク ポイ ント 阻害薬の効果と 消化管免疫関連事象の関連性

-腸内細菌叢と 宿主の全ト ラ ンス ク リ プト ームの統合的解析

近畿大学医学部 ゲノ ム生物学 ○西尾 和人、坂井 和子

第2回JA CS-NEXT 近畿 症例検討会

11 :00 ～ 12 :00 座長　 石田 裕人
大阪大学 呼吸器外科

　 田根 慎也
神戸大学大学院医学研究科 外科学講座 呼吸器外科学分野

アド バイ サー　 舟木 壮一郎
大阪大学 医学部 呼吸器外科

『 肺癌左下葉切除後の左上葉気管支内再発に対し 残存肺全摘を 施行し た1例』

松本 瞭、 中島 大輔、 西川 滋人、 田中 里奈、 高橋 守、 豊 洋次郎、 
大角 明宏、 毛受 暁史、 伊達 洋至
京都大学 呼吸器外科

『 多発肺癌手術歴のある 患者に発症し た重症血胸　 2回の止血・ 血腫除去術を 経て肉腫
型中皮腫と 診断さ れた症例』

鈴木 啓史
大阪鉄道病院

ラ ンチョ ンセミ ナー 2

12 :20 ～ 13 :20 座長　 林 秀敏
近畿大学医学部 内科学腫瘍内科部門

『 イ ピ ニボル君へ！』

田宮 基裕
大阪国際がんセンタ ー 呼吸器内科

共催： 小野薬品工業株式会社 
ブリ ス ト ル・ マイ ヤーズ ス ク イ ブ株式会社

チーム医療（ 多職種連携） ／その他

14 :30 ～ 15 :02 座長　 西野 和美
大阪国際がんセンタ ー 呼吸器内科

23. 電子カルテ上で行う 複数診療科によ る 肺癌カンフ ァ レ ンス の試み 働き 方改革対策へ有効な一手と し

て提言

大阪鉄道病院 呼吸器外科 ○鈴木 啓史

　 　 同 呼吸器内科 　 永井 貴彬、戸田 詩織、西田 浩平、玉垣 学也、

藤井 達夫

　 　 同 放射線科 　 三和 大悟、豊辻 智則、加藤 武晴、道本 幸一

　 　 同 病理診断科 　 眞嵜 武
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24. 高齢者肺癌における GERIA TRIC-8と 臨床背景およ び身体機能の関連性： 単施設後方視的検討

石切生喜病院 呼吸器内科 ○吉本 直樹、松下 雄大、青原 大介、引石 惇仁、

中濵 賢治、谷 恵利子、南 謙一

　 　 同 リ ハビ リ テーショ ン 室 　 山崎 文雄

　 　 同 看護部 　 小林 留美

　 　 同 呼吸器腫瘍内科 　 平島 智徳

　 　 石切生喜病院 　 平田 一人

25. 肺癌気管内再発に対し て気管ス テント 留置後にOsim ertinibによ る 治療が奏功し ス テント 抜去が可能

と なった１ 例

京都府立医科大学附属病院 呼吸器外科 ○中川 拓水、下村 雅律、岡田 悟、古谷 竜男、

松浦 吉晃、河村 太陽、西井 真知子、川西 凜太朗、

井上 匡美

26. 肺癌術後にブド ウ 球菌性熱傷様皮膚症候群を合併し 急激な経過をたど った1例

淀川キリ ス ト 教病院 呼吸器外科 ○岸本 和也、岡田 諭志、加地 政秀

　 　 同 呼吸器内科 　 上野 峻輔、吉井 直子、紙森 隆雄、藤原 寛

　 　 同 病理診断科 　 大谷 恭子、稲葉 真由美

【 要望演題】 周術期の治療戦略①

15 :05 ～ 15 :37 座長　 北村 嘉隆
　 兵庫県立がんセンタ ー 呼吸器外科

27. 当院における 術後補助療法の現状

大阪大学 呼吸器外科 ○木村 亨、福井 絵里子、狩野 孝、大瀬 尚子、

舟木 壮一郎、新谷 康

　 　 同 呼吸器内科 　 内藤 真依子、高田 創、益弘 健太朗、内藤 祐二朗、

白山 敬之、三宅 浩太郎、平田 陽彦、武田 吉人

28. 術後補助化学療法と し てA tezolizum abを投与し たPD-L1(22C3-/SP263+ )肺腺癌の1例

兵庫医科大学 卒後臨床研修セン タ ー ○山下 紘治

　 　 同 呼吸器・ 血液内科学 　 堀尾 大介、多田 陽郎、村上 美沙、河村 直樹、

近藤 孝憲、藤岡 毅、東山 友樹、祢木 芳樹

　 　 同 呼吸器・ 血液内科学、同 胸部腫瘍学講座 　 大搗 泰一郎、三上 浩司、高橋 良、

南 俊行、栗林 康造、木島 貴志

29. 術後補助化学療法と し てA tezolizum ab投与し 、 再発後にErlotinib+ Ram ucirum ab併用療法を施行し

たPD-L1陽性EGFR Exon19欠失変異陽性同時多発肺腺癌の1例

兵庫医科大学 呼吸器・ 血液内科学 ○多田 陽郎、堀尾 大介、村上 美沙、河村 直樹、

近藤 孝憲、藤岡 毅、東山 友樹、祢木 芳樹

　 　 同 呼吸器・ 血液内科学、同 胸部腫瘍学特定講座

　 大搗 泰一朗、三上 浩司、高橋 良、南 俊之、

栗林 康造、木島 貴志

30. 術後補助化学療法（ A D） でプラ チナ製剤（ CDDP/CBDCA ）+ ビ ノ レ ルビ ン（ VNR） から アテゾリ

ズマブ（ A TZ） へ円滑に移行する ための当院の工夫

　 　 神戸低侵襲がん医療センタ ー 呼吸器腫瘍内科

○秦 明登、山本 賢、平野 克也、島田 天美子

　 　 神戸大学病院 呼吸器外科 　 田中 雄悟
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【 要望演題】 周術期の治療戦略②

15 :37 ～ 16 :01 座長　 中島 大輔
京都大学 呼吸器外科

31. 胸壁浸潤肺癌への術前治療と し てプラ チナ併用＋免疫チェ ッ ク ポイ ント 阻害薬が奏効し た1例

　 　 和歌山県立医科大学付属病院 呼吸器内科・ 腫瘍内科

○北原 大幹、赤松 弘朗、永井 隆寛、鷲岡 篤司、

高倉 敏彰、清水 俊雄、早田 敦志、中西 正典

　 　 同 呼吸器内科・ 腫瘍内科、和歌山県立医科大学 バイオメ ディカルサイエンスセンター

　 洪 泰浩、山本 信之

　 　 和歌山県立医科大学附属病院 第一外科 　 中谷 升一、平井 慶充

　 　 同 第一外科、和歌山県立医科大学 人体病理学教室

　 井口 豪人

　 　 同 人体病理学教室 　 小島 史好

32. 左胸腔を 占拠する 巨大肉腫に対し ICI加療後に完全切除し 得た1例

兵庫医科大学 呼吸器外科 ○中村 晃史、大野 文暢、福田 章浩、竹ヶ 原 京志郎、

橋本 昌樹、松本 成司、近藤 展行、長谷川 誠紀

　 　 同 呼吸器・ 血液内科学 　 栗林 康造、黒田 鮎美、木島 貴志

　 　 同 病院病理部 　 山﨑 隆、廣田 誠一

33. 化学放射線治療後に腹臥位で完全切除し 得た椎体浸潤肺癌の1例

兵庫医科大学 呼吸器外科 ○竹ヶ 原 京志郎、橋本 昌樹、大野 文暢、福田 章浩、

中村 晃史、黒田 鮎美、松本 成司、近藤 展行、

長谷川 誠紀

ま れな腫瘍

16 :05 ～ 16 :37 座長　 内田 純二
大阪刀根山医療センタ ー 呼吸器腫瘍内科

34. アレ ク チニブ投与中に胸腺過形成を認めた肺腺癌の1例

滋賀医科大学 呼吸器外科 ○柴田 康平、大塩 恭彦、斉藤 弘紀、白鳥 琢也、

上田 桂子、岡本 圭伍、片岡 瑛子、川口 庸、

花岡 淳

35. 血胸を来し 胸壁合併切除を行った肝細胞癌肋骨転移の1例

和泉市立総合医療センタ ー 呼吸器外科 ○中桐 悠登、西野 将矢、佐藤 克明、富沢 健二

36. 巨大肝転移を伴う 高悪性度胎児性肺腺癌が疑われた若年肺癌の1例

　 　 神戸低侵襲がん医療センタ ー 呼吸器腫瘍内科

○島田 天美子、山本 賢、平野 克也、秦 明登

　 　 神戸大学医学部附属病院 肝胆膵外科 　 浦出 剛史、小松 昇平、木戸 正浩

　 　 同 病理診断科 　 児玉 貴之

37. Good症候群に対し てグロ ブリ ン補充療法後にRobotic Subx iphoid-optical T hym ectom yを行った1例

京都府立医科大学 呼吸器外科 ○川西 凜太郎、下村 雅律、岡田 悟、古谷 竜男、

松浦 吉晃、河村 太陽、西井 真知子、中川 拓水、

井上 匡美
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外科療法

16 :40 ～ 17 :28 座長　 舟木 壮一郎
大阪大学 医学部 呼吸器外科

38. 高度肥満患者に対する ロ ボッ ト 支援下胸腔鏡手術

神戸大学 呼吸器外科学 ○久佐 一之介、田根 慎也

39. 胸壁浸潤が疑われた右下葉扁平上皮癌に対し 化学放射線療法後に胸腔鏡下右肺下葉切除、 横隔膜合

併切除を行った一例

大阪赤十字病院 呼吸器外科 ○増田 健人、園部 誠、大迫 隆敏、洪 雄貴、

山崎 順久、坂口 泰人、田中 宏和

40. 超高齢者の同時性多発肺癌に対する 外科治療の1例

北播磨総合医療センタ ー 呼吸器外科 ○西岡 祐希、髙田 昌彦、坪田 紀明

41. 乳房外Paget病肺転移に対し 外科治療を行った一例

大阪医科薬科大学 胸部外科 ○石原 宏弥、森田 琢郎、進藤 友喜、豊原 功侍、

武田 翔、文元 聰志、佐藤 澄、花岡 伸治、

勝間田 敬弘

42. 部分肺静脈還流異常を伴う 右肺上葉に発生し た肺腺癌の一切除例

　 　 神戸市立医療セン タ ー中央市民病院 呼吸器外科

○栢分 秀直、宗田 桃子、高山 昌和、山田 徹、

浜川 博司、高橋 豊

43. EGFR変異陽性肺癌切除時に認めたびま ん性特発性肺神経内分泌細胞過形成（ DIPNECH） の１ 例

市立東大阪医療センタ ー 呼吸器外科 ○大村 彰勲、野尻 崇、東山 聖彦

　 　 同 病理診断科 　 千原 剛、山内 周
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第3会場
　

モーニングセミ ナー 2

9 :00 ～ 10 :00 座長　 川口 知哉
大阪公立大学大学院医学研究科 呼吸器内科学

『 ロ ルラ チニブの使い方』

國政 啓
大阪国際がんセンタ ー 呼吸器内科

共催： ファ イ ザー株式会社

学術セミ ナー 1

10 :05 ～ 11 :05 座長　 木島 貴志
兵庫医科大学 呼吸器・ 血液内科学

『 エン ハーツ を患者さ んに届ける ために』

秦 明登
神戸低侵襲がん医療センタ ー 呼吸器腫瘍内科

共催： 第一三共株式会社

【 要望演題】 長期生存IV期肺がん

11 :10 ～ 12 :06 座長　 栗林 康造
兵庫医科大学 呼吸器内科

44. 進展型小細胞肺癌に対し 3年以上beyond-PDでICIを投与継続し ている 1症例

　 　 神戸低侵襲がん医療センタ ー 呼吸器腫瘍内科

○平野 克也、山本 賢、島田 天美子、秦 明登

45. 当院における EGFR遺伝子変異陽性肺癌の治療成績

市立豊中病院 教育研修センタ ー ○深堀 太翔

　 　 同 呼吸器外科 　 小林 晶、岩澤 卓

46. 緩和的放射線照射でA bscopal効果が惹起さ れ長期生存が得ら れた悪性胸膜中皮腫の1症例

兵庫医科大学 医学部 呼吸器・ 血液内科学 ○藤岡 毅、村上 美沙、河村 直樹、近藤 孝憲、

東山 友樹、多田 陽郎、祢木 芳樹、堀尾 大介

　 　 同 医学部 呼吸器・ 血液内科学、同 医学部 胸部腫瘍学特定講座

　 南 俊行、大搗 泰一郎、三上 浩司、高橋 良、

栗林 康造、木島 貴志

47. 当院でのp-Stage IV肺癌手術症例の検討

　 　 大阪大学 大学大学院医学系研究科 呼吸器外科学

○永田 秀樹、福井 絵里子、木村 亨、狩野 孝、

大瀬 尚子、舟木 壮一郎、新谷 康

48. 長期病勢制御後ニボルマブ投与中止によ り 急速に同剤再治療抵抗性の再燃に至った切除不能非小細

胞肺癌の1例

関西労災病院 呼吸器外科 ○力石 尚也、戸田 道仁、伊藤 龍一、篠原 亜弥、

原 幹太朗、岩田 隆
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49. 肺癌術後胸膜播種、 脳転移に対する 治療後、 無治療で4年間長期生存中の1例

淀川キリ ス ト 教病院 呼吸器外科 ○加地 政秀、岸本 和也、岡田 諭志

　 　 同 呼吸器内科 　 上野 峻輔、白浜 かおり 、吉井 直子、紙森 隆雄、

藤原 寛

　 　 同 病理診断科 　 大谷 恭子、稲葉 真由美

50. A LK-TKIと 化学療法のシーク エンス 治療と サルベージ手術によ り 長期生存が得ら れている IV期

A LK融合遺伝子陽性肺癌の1例

大阪国際がんセンタ ー 呼吸器内科 ○宮崎 暁人、川村 卓久、國政 啓、井上 貴子、

田宮 基裕、西野 和美

ラ ンチョ ンセミ ナー 3

12 :20 ～ 13 :20 座長　 河 良崇
兵庫県立がんセンタ ー 呼吸器内科

『 ド ラ イ バー遺伝子変異陰性NSCLCに対する 治療戦略』

上月 稔幸
国立病院機構四国がんセンタ ー 臨床研究センタ ー

共催： 日本イ ーラ イ リ リ ー株式会社

学術セミ ナー 3

14 :10 ～ 15 :10 座長　 服部 剛弘
兵庫県立がんセンタ ー 呼吸器内科

『 肺扁平上皮癌に対する 薬物治療 2024年update』

佐藤 悠城
神戸市立医療センタ ー中央市民病院 呼吸器内科

共催： 日本化薬株式会社

分子標的治療

15 :20 ～ 16 :00 座長　 田宮 基裕
大阪国際がんセンタ ー 呼吸器内科

51. 限局型切除不能胸腺癌に対し てレ ンバチニブによ る 導入療法後に放射線治療を行った一例

　 　 神戸大学大学院医学研究科 呼吸器内科学分野

○藤本 昌大、桂田 直子、山本 正嗣、立原 素子

　 　 同 放射線腫瘍学分野 　 佐々木 理栄、石原 武明

52. EGFR変異陽性の75歳以上の非小細胞肺がん患者に対する afatinib 20m g + bevacizum ab投与例の

retrospective study

宝塚市立病院 呼吸器・ 腫瘍内科 ○神取 恭史、高野 愛、西村 駿、発 忠信、

吉積 悠子、岡本 忠司、高瀬 直人、片上 信之

53. 局所麻酔下胸腔鏡検査にて診断し えたBRA F陽性肺腺癌の1例

宝塚市立病院 呼吸器内科 ○発 忠信、神取 恭史、西村 駿、吉積 悠子、

岡本 忠司、高瀬 直人、片上 信之
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54. 当院における m inor EGFR m utationを有する NSCLC患者の長期生存の検討

　 　 和泉市立総合医療センタ ー 腫瘍内科 ○岡部 崇記、津谷 あす香、佃 博、福岡 正博

　 　 同 乳腺内科 　 大田 隆代、松井 薫、益田 典幸

　 　 同 看護師 　 奥田 依代、松山 し ま 子

　 　 同 薬剤部 　 堀口 涼子、小竹 優希、坂本 竜平

55. オシメ ルチニブによ る 薬剤性肺障害発症後にエルロ チニブ+ ラ ムシルマブが安全に投与可能であっ

た1例

兵庫県立がんセンタ ー 呼吸器内科 ○安田 裕一郎、百道 光亮、十三 且也、伊藤 彰一、

河 良崇、服部 剛弘、里内 美弥子

免疫療法／化学療法

16 :05 ～ 16 :37 座長　 藤本 大智
和歌山県立医科大学 内科学第三講座

56. 左房内進展右肺門部腫瘤に対し 経気管支生検によ り NUT carcinom aと 診断し ， 化学療法を導入し た

１ 例

大阪大学医学部附属病院 呼吸器・ 免疫内科 ○爲定 裕貴、町山 裕知、樋口 貴俊、岡部 福子、

橋本 和樹、髙田 創、白山 敬之、平田 陽彦、

武田 吉人、熊ノ 郷 淳

57. 肺腺癌における TTF-1発現と プラ チナ製剤＋ペメ ト レ キセド （ PEM） ＋ペンブロ リ ズマブ

（ KEYNOTE-189レ ジメ ン） の有効性に関する 後方視的検討

　 　 大阪医科薬科大学病院 呼吸器内科・ 呼吸器腫瘍内科

○田村 洋輔、坂口 翔平、石川 翔一、松井 未有、

おおえ 崇史、新井 将弘、金岡 聖恵、船本 智哉、

満屋 奨、松永 仁綜、鶴岡 健二郎、中村 敬彦、

今西 将史、池田 宗一郎

　 　 同 病理部・ 病理診断科 　 川畑 茂、廣瀬 善信、

　 　 同 呼吸器内科・ 呼吸器腫瘍内科、同 臨床研究センタ ー

　 辻 博行、藤阪 保仁

58. 間質性肺炎(IP)合併肺腺癌にCBDCA + PTX+ Bev+ A tezo(A BCP)療法を投与し た２ 症例

　 　 神戸低侵襲がん医療センタ ー 呼吸器腫瘍内科

○山本 賢、平野 克也、島田 天美子、秦 明登

59. イ ピ リ ムマブ＋ニボルマブによ る Hyperprogression が疑われた悪性胸膜中皮腫の1例

　 　 兵庫医科大学 医学部 呼吸器・ 血液内科学 ○村上 美沙、河村 直樹、近藤 孝憲、藤岡 毅、

森下 実咲、東山 友樹、徳田 麻佑子、多田 陽郎、

祢木 芳樹、堀尾 大介

　 　 同 医学部 呼吸器・ 血液内科学、同 医学部 胸部腫瘍学特定講座

　 大搗 泰一郎、三上 浩司、高橋 良、南 俊行、

栗林 康造、木島 貴志

－21－



画像診断／診断・ 治療

16 :45 ～ 17 :25 座長　 岡田 あすか
大阪府済生会吹田病院 呼吸器内科・ 腫瘍内科

60. 気管支鏡検査にて診断に至ったＡ Ｂ Ｐ Ｍを合併し た非小細胞肺癌の１ 例

奈良県立医科大学 呼吸器・ アレ ルギー内科 ○岡田 吉弘、坂口 和宏、堀本 和秀、谷村 和哉、

長 敬翁、藤田 幸男、山本 佳史、本津 茂人、

山内 基雄、吉川 雅則、室 繁郎

61. 増大から 縮小，そし て再増大を認めた肺結節に対し て胸腔鏡下左下葉区域切除術を施行し た1例

大阪赤十字病院 呼吸器外科 ○樺井 良太朗、坂口 泰人、大迫 隆敏、洪 雄貴、

山崎 順久、田中 宏和、園部 誠

62. CTガイ ド 下生検で診断し たデス モイ ド 腫瘍の1例

　 　 加古川中央市民病院 呼吸器内科 ○高原 夕、藤井 真央、坂田 悟郎、今尾 舞、

松本 夏鈴、浅野 真理、多木 誠人、徳永 俊太郎、

堀 朱矢、西馬 照明

　 　 同 病理診断科 　 市川 千宙

　 　 同 放射線診断科 　 延原 正英

63. 頸部リ ンパ節転移と の鑑別を要し た肺腺癌と DLBCLの重複癌の一例

　 　 石切生喜病院 呼吸器内科 ○松下 雄大、青原 大介、引石 惇仁、中濵 賢治、

谷 恵利子、吉本 直樹、南 謙一、平田 一人

　 　 同 呼吸器腫瘍内科 　 平島 智徳

64. 気管支鏡検査における 結核感染症

西宮市立中央病院 呼吸器内科 ○山口 統彦、森友 昂貴、三宅 悠太、二木 俊江、

日下部 祥人、軸屋 龍太郎、池田 聡史

－22－



第4会場
　

病理（ 示説）

14 :10 ～ 14 :42 座長　 中井 登紀子
兵庫県立はり ま 姫路総合医療センタ ー 病理診断科

65. 子宮筋腫フ ォ ロ ー中に多発肺結節で発見さ れたEpithelioid hem angioendotheliom aの1例

　 　 大阪市立総合医療センタ ー 呼吸器外科 ○上野 彩帆、中嶋 隆、山本 悟、東山 智彦、

丁 奎光、水口 真二郎、高濱 誠

　 　 同 病理診断科 　 石井 真美

66. 粘液産生型腺癌と 鑑別困難であった細気管支腺腫/線毛性粘液結節性乳頭状腫瘍(BA /CMPT)の1切除

例

　 　 神戸市立医療センタ ー中央市民病院 呼吸器外科

○宗田 桃子、栢分 秀直、高山 昌和、浜川 博司、

高橋 豊、政岡 亜実、原 重雄

67. 同一肺葉内に高悪性度胎児型腺癌と 扁平上皮癌を 認めた1切除例

　 　 大阪国際がんセンタ ー 呼吸器外科 ○福田 浩之、小林 政雄、堀口 寿里安、川岸 紗千、

神崎 隆、馬庭 知弘、岡見 次郎

　 　 同 病理・ 細胞診断科 　 本間 圭一郎

68. RNA Pan-cancer Panel検査を用いた胸腔内巨大腫瘤の分子病理診断の可能性

大阪国際がんセンタ ー ○中村 ハルミ 、久木田 洋児

示説

15 :00 ～ 15 :32 座長　 佐久間 淑子
兵庫県立がんセンタ ー 病理診断科

69. 当センタ ーにおける Entrectinib投与患者に対する 支援の実際

　 　 独立行政法人大阪府立病院機構大阪はびき の医療セン タ ー 看護部

○小川 司、良田 紀子、岡田 由佳理、岩田 香

　 　 同 肺腫瘍内科

　 小牟田 清英、鈴木 秀和

　 　 同 看護部、大阪公立大学 看護学部看護学科 　 徳岡 良恵

70. 前立腺癌横隔膜転移の一例

　 　 関西医科大学附属病院 呼吸器外科 ○谷口 洋平、内海 貴博、丸 夏未、松井 浩史、

齊藤 朋人、日野 春秋、村川 知弘

　 　 同 腎泌尿器外科 　 滝澤 奈恵

　 　 同 病理診断科 　 野田 百合、蔦 幸治

71. 診断に難渋し た左肺下葉発生の組織球性腫瘍の1例

　 　 大阪大学医学部附属病院 呼吸器外科 ○林 大輝、木村 亨、永田 秀樹、福井 絵里子、

狩野 孝、大瀬 尚子、舟木 壮一郎、新谷 康

　 　 同 病理診断科 　 森井 英一
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72. 前縦隔・ 濾胞樹状細胞肉腫follicular dendritic cell sarcom aの1手術例

　 　 関西医科大学 呼吸器外科学講座 ○齊藤 朋人、内海 貴博、丸 夏未、松井 浩史、

谷口 洋平、日野 春秋、村川 知弘

　 　 同 病理学講座 　 蔦 幸治
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